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別
表
第
一
第
一
号
イ

中
「
亜
鉛
塩
」
を
「
塩
化
亜
鉛
」
に
改
め
、
同
号
イ
中

を
削
り
、

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、
同
号
イ

中
「
沸
点
」
を
「
、
沸
点
」
に
改
め
、
同
号
イ

を
同
号
イ

と
し
、
同

号
イ

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ク
ロ
ト
ン
ア
ル
デ
ヒ
ド

別
表
第
一
第
一
号
イ
中

を
削
り
、

を

と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

炭
化
水
素
ワ
ッ
ク
ス

別
表
第
一
第
一
号
イ

中
「
ド
デ
セ
ン
」
の
下
に「（
一

ド
デ
セ
ン
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
号
イ

中
「
環
境
大

臣
」
を
「
、
環
境
大
臣
」
に
改
め
、
同
号
イ

を
同
号
イ

と
し
、
同
号
イ
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か

ら

ま
で
と
し
、

を

と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ポ
リ
イ
ソ
ブ
チ
レ
ン
（
重
合
度
が
四
以
上
の
も
の
で
あ
つ
て
分
子
量
が
二
百
二
十
四
を
超
え
る
も
の
及
び

そ
の
混
合
物
に
限
る
。）

別
表
第
一
第
一
号
イ
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、
同
号
イ

中
「
フ
タ
ル
酸
ジ
イ
ソ

オ
ク
チ
ル
」
を
「
フ
タ
ル
酸
ジ
オ
ク
チ
ル
」
に
改
め
、
同
号
イ

を
同
号
イ

と
し
、
同
号
イ
中

を

と
し
、

か

ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、

を

と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

パ
ラ
フ
ィ
ン
ワ
ッ
ク
ス
（
精
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
鉱
油
の
含
有
量
が
〇
・
五
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
五
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
も
の
に
限
る
。）

別
表
第
一
第
一
号
イ
中

を

と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ノ
ル
マ
ル
オ
ク
タ
ン
メ
ル
カ
プ
タ
ン

ノ
ル
マ
ル
ド
デ
カ
ン
メ
ル
カ
プ
タ
ン

廃
食
用
油
（
ト
リ
グ
リ
セ
リ
ド
（
飽
和
脂
肪
酸
の
炭
素
数
が
十
六
か
ら
十
八
ま
で
の
も
の
及
び
不
飽
和
脂

肪
酸
の
炭
素
数
が
十
八
の
も
の
の
混
合
物
で
あ
つ
て
、
濃
度
が
八
十
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
も
の
に
限

る
。）を
除
く
。）

別
表
第
一
第
一
号
ニ
中
「

を
」
を
「

を
」
に
、「
第
十
六
号
」
を
「
第
二
十
三
号
」
に
、「
イ

」
を
「
イ

」
に

改
め
る
。

別
表
第
一
第
二
号
イ

中
「
共
重
合
物
」
を
「
共
重
合
体
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
第
二
号
イ
中
(464)
を
削
り
、
(463)
を
(494)
と
し
、
(416)
か
ら
(462)
ま
で
を
(447)
か
ら
(493)
ま
で
と
し
、
(415)
を
(445)
と
し
、
(445)
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(446)

メ
タ
ク
リ
ル
酸
ド
デ
シ
ル

別
表
第
一
第
二
号
イ
中
(414)
を
(444)
と
し
、
(385)
か
ら
(413)
ま
で
を
(415)
か
ら
(443)
ま
で
と
し
、
同
号
イ
(384)
中
「
及
び
そ
の
混
合
物

に
限
る
」
を
「
で
あ
つ
て
分
子
量
が
二
百
二
十
四
を
超
え
る
も
の
及
び
そ
の
混
合
物
を
除
く
」
に
改
め
、
同
号
イ
(384)
を

同
号
イ
(413)
と
し
、
同
号
イ
(413)
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(414)

ポ
リ
イ
ソ
ブ
チ
レ
ン
ア
ミ
ン
化
合
物
の
脂
肪
族
炭
化
水
素
を
溶
媒
と
す
る
溶
液

別
表
第
一
第
二
号
イ
(383)
中
「
、
重
合
度
」
を
「
重
合
度
」
に
改
め
、
同
号
イ
(383)
を
同
号
イ
(412)
と
し
、
同
号
イ
中
(382)
を

(411)
と
し
、
(373)
か
ら
(381)
ま
で
を
(402)
か
ら
(410)
ま
で
と
し
、
(372)
を
削
り
、
(371)
を
(401)
と
し
、
(351)
か
ら
(370)
ま
で
を
(381)
か
ら
(400)
ま
で
と

し
、
(350)
を
(379)
と
し
、
(379)
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(380)

ぶ
ど
う
油

別
表
第
一
第
二
号
イ
中
(349)
を
(378)
と
し
、
(337)
か
ら
(348)
ま
で
を
(366)
か
ら
(377)
ま
で
と
し
、
(336)
を
(364)
と
し
、
(364)
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

(365)

フ
タ
ル
酸
ジ
オ
ク
チ
ル

別
表
第
一
第
二
号
イ
中
(335)
を
(363)
と
し
、
(334)
を
削
り
、
(333)
を
(362)
と
し
、
(330)
か
ら
(332)
ま
で
を
(359)
か
ら
(361)
ま
で
と
し
、
(329)
を

(357)
と
し
、
(357)
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(358)

ピ
ペ
ラ
ジ
ン
溶
液
（
濃
度
が
六
十
八
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
の
も
の
に
限
る
。）

別
表
第
一
第
二
号
イ
中
(328)
を
(356)
と
し
、
(323)
か
ら
(327)
ま
で
を
(351)
か
ら
(355)
ま
で
と
し
、
同
号
イ
(322)
中
「
パ
ラ
フ
ィ
ン
ワ
ッ

ク
ス
」
の
下
に「（
精
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、鉱
油
の
含
有
量
が
〇
・
五
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
も
の
に
限
る
。）」

を
加
え
、
同
号
イ
(322)
を
同
号
イ
(350)
と
し
、
同
号
イ
中
(321)
を
(349)
と
し
、
(308)
か
ら
(320)
ま
で
を
(336)
か
ら
(348)
ま
で
と
し
、
(307)
を
(334)

と
し
、
(334)
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
二
年
八
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
百
四
十
五
号

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
三
条
第

三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
五
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
一
号
イ
中

を
削
り
、

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

ア
ル
キ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
の
混
合
物
（
ナ
フ
タ
レ
ン
を
含
む
も
の
に
限
る
。）

別
表
第
一
第
一
号
イ
中

を
削
り
、

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、
同
号
イ

中
「
炭
素

数
が
八
か
ら
十
二
ま
で
の
も
の
を
含
む
」
を
削
り
、「
混
合
物
（
」
の
下
に
「
炭
素
数
が
八
か
ら
十
二
ま
で
の
も
の
を
含

む
も
の
に
限
り
、」を
加
え
、
同
号
イ

を
同
号
イ

と
し
、
同
号
イ

中
「
炭
素
数
が
八
か
ら
十
二
ま
で
の
も
の
を
含

む
」
を
削
り
、「
混
合
物
」
の
下
に「（
炭
素
数
が
八
か
ら
十
二
ま
で
の
も
の
を
含
む
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
号
イ

を
同
号
イ

と
し
、
同
号
イ

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

海
底
及
び
そ
の
下
に
お
け
る
鉱
物
資
源
の
探
査
及
び
掘
採
に
伴
い
発
生
す
る
廃
水
（
そ
の
廃
水
の
排
出
に

よ
る
海
洋
の
汚
染
に
起
因
し
て
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
に
限
る
。）
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